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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月7日(2009.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動患者管理システム（１０）において警告通知（１３６）を管理するシステム（１２
１）であって、
　１つ以上の設定（５１）であって、該設定は、患者データ（７２）の収集周期性（６２
、６３）および１つ以上の患者データソース（１２～１６）を指定するように定義されて
おり、該１つ以上の患者データソース（１２～１６）は、遠隔的に管理された患者（１１
）に動作し、生理的センサ（１３、１５、１６）および治療導入デバイス（１２、１４）
のうちの少なくとも１つから選択される、１つ以上の設定と、
　１つ以上のトリガ（５２）であって、該トリガは、収集に続く評価可能な少なくとも１
つのそのような患者データ（７２）と関連して発生する情況（５６）と関連付けられるよ
うに定義されている、１つ以上のトリガと、
　通知器（１２４）であって、該通知器は、少なくとも１つのそのようなトリガ（５２）
の検出の際に実行可能な通知スキーム（５３）を決定することによって、情況発生の外部
インジケータ（１１１～１１６）を提供する、通知器と
　を備えている、システム（１２１）。
【請求項２】
　データ収集オプション（４１）をさらに備え、該データ収集オプションは、
　少なくとも１つのそのような患者データソース（１２～１６）と関連付けられることに
よって、前記患者データ（７２）の自動検索を提供するように定義されたスケジュール（
６２）と、
　少なくとも１つのそのような患者データソース（１２～１６）と関連付けられることに
よって、前記遠隔的に管理された患者（１１）によって前記患者データ（７２）の促され
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た検索を提供するように定義されたスケジュール（６２）と、
　少なくとも１つのそのような患者データソース（１２～１６）と関連付けられることに
よって、前記患者データ（７２）のオンデマンド式の検索を追跡または限定するように定
義された頻度（６３）と、
　予測された患者データの収集が無い場合に実行可能な少なくとも１つのそのような患者
データソース（１２～１６）と関連付けられるように定義された再調査スキーム（６４）
と、
　予測された患者データ収集が無い場合に実行可能な前記遠隔的に管理された患者（１１
）と、患者を管理する臨床家と、有資格の第三者とのうちの少なくとも１つと関連付けら
れるように定義された再調査スキーム（６４）と
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のシステム（１２１）。
【請求項３】
　データ評価オプション（４２）をさらに備えており、該データ評価オプションは、
　少なくとも１つのそのようなトリガ（５２）で指定される評価頻度（８３）と、
　使用可能化（８２）を許可または制限することによって少なくとも１つのそのようなト
リガ（５２）の該使用可能化（８２）を制御するフラグ（８２）と、
　データ収集デバイスおよび該データ収集デバイスに通信的にインターフェースされたサ
ーバのうちの１つ以上においてトリガ（５２）の評価（８４）を行うことを提供するイン
ジケータ（８４）と
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のシステム（１２１）。
【請求項４】
　警告通知オプション（４３）をさらに備えており、該警告通知オプションは、
　少なくとも１つのそのような情況（５６）として評価されるように定義された構成可能
なパラメータと、
　１つ以上のブール演算を含む１つのそのようなトリガ（５２）に組み合わされる複数の
情況（５６）と、
　重大性の度合いが増加する情況（５６）の検出の際にそれぞれトリガされる警告通知（
１３６）を割り当てられる警告レベル（５７）と
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のシステム（１２１）。
【請求項５】
　前記警告レベル（５７）は、複数の前記警告通知（１３６）に割り当てられ、該警告通
知（１３６）は、並の度合いの重大性の１つ以上の情況（５６）の検出の際にそれぞれト
リガされる、請求項４に記載のシステム（１２１）。
【請求項６】
　拡大スキームをさらに備え、該拡大スキームは、並みの度合いの重大性の１つのそのよ
うな情況（５６）の検出の際に前記警告レベル（５７）に関連して実行するように定義さ
れている、請求項５に記載のシステム（１２１）。
【請求項７】
　データ評価オプション（４２）のデフォルト設定群をさらに備え、該デフォルト設定群
は、システム－ワイドと、部分母集団特定と全患者に対するユーザー特定のデフォルト設
定と、カスタムの患者群に対するユーザー特定のデフォルト設定とを含む群から選択され
るように定義された、請求項４に記載のシステム（１２１）。
【請求項８】
　複数の警告レベル（５７）は、複数の前記トリガ（５２）と関連付けられており、
　１つ以上の該警告レベル（５７）に割り当てられる不変の警告レベル（５７）をさらに
備えている、請求項４に記載のシステム（１２１）。
【請求項９】
　前記通知スキーム（５３）は、前記少なくとも１つのそのようなトリガ（５２）の最初
の検出の際のみに実行可能である、請求項１に記載のシステム（１２１）。
【請求項１０】
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　複数の前記患者データソース（１２～１６）からの前記患者データ（７２）の蓄積する
収集は、指定される、請求項１に記載のシステム（１２１）。
【請求項１１】
　外部インジケータ（１１１～１１６）への応答を監視および分析し、該応答において識
別された挙動に基づいて、前記対応する通知スキーム（５３）を修正するためのモニタと
、
　前記収集された患者データ（７２）を格納するためのデータベース（１５６）であって
、該格納された、収集された患者データ（７２）は、収集に続く評価可能な前記少なくと
も１つのそのような患者データ（７２）として含まれている、データベース（１５６）と
　をさらに備えている、請求項１に記載のシステム（１２１）。
【請求項１２】
　前記患者データソース（１２～１６）は、埋め込み医療デバイスと、埋め込み診断マル
チセンサの非治療デバイスと、外部医療デバイスと、埋め込みセンサと、外部センサとの
うちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のシステム（１２１）。
【請求項１３】
　前記情況（５６）は、バッテリ低レベル（寿命終了および早期交換指示を含む）と、過
度のバッテリ使用（バッテリ消耗の速度が、予測される閾値より上か否かを含む）と、頻
拍治療使用不可（頻拍モード監視のみ、頻拍モードオフおよび磁石モード治療使用不可を
含む）と、移植されたリードの情況（細動除去のリード情況およびペーシングリード情況
を含む）と、ペーシング捕獲情況（捕獲の損失および安全マージン低すぎを含む）と、ペ
ーシングパーセンテージが、予測された範囲より上または下と、頻拍治療情況（不整脈を
変えるために導入される頻拍治療、不整脈を加速させた頻拍治療、および使い果たされた
頻拍治療を含む）と、心房情況（閾値を超える心房細動の時間、閾値を超える粗動の時間
、心房治療導入を含む）と、閾値より上または下の活動レベルと、閾値より下の心拍数の
変動性と、閾値より上の最大心拍数と、体重の増加または減少と、血圧（閾値より上また
は下の、心収縮圧、拡張期圧、または平均動脈圧を含む）と、閾値より上または下の血糖
と、閾値より上の無呼吸指数と、デバイスの故障（埋め込み式および外部のデバイスを含
む）と、患者にトリガされたイベントと、閾値より下の酸素飽和度と、埋め込みセンサ情
報（閾値より下の心臓の出力、閾値より上または下の肺動脈圧、閾値より上の肺浮腫レベ
ルを含む）とから成る群から選択される、請求項１に記載のシステム（１２１）。
【請求項１４】
　自動患者管理システム（１０）における警告通知（１３６）を管理する方法（５０）で
あって、
　１つ以上の設定（５１）を定義することであって、該設定は、患者データ（７２）の収
集周期性（６２、６３）および１つ以上の患者データソース（１２～１６）を指定するよ
うに定義され、該１つ以上のデータソースは、遠隔的に管理された患者（１１）に動作し
、生理的センサ（１３、１５、１６）および治療導入デバイス（１２、１４）のうちの少
なくとも１つから選択される、１つ以上の設定を定義することと、
　１つ以上のトリガ（５２）を定義することであって、該トリガは、収集に続く評価可能
な少なくとも１つのそのような患者データ（７２）と関連して発生する情況（５６）と関
連付けられるように定義される、１つ以上のトリガを定義することと、
　通知スキーム（５３）を決定することであって、少なくとも１つのそのようなトリガ（
５２）の検出の際に実行可能な通知スキーム（５３）を決定することによって、情況発生
の外部インジケータ（１１１～１１６）を提供する、通知スキーム（５３）を決定するこ
とと
　を包含する、方法（５０）。
【請求項１５】
　データ収集オプション（４１）を定義することをさらに包含し、該定義することは、
　少なくとも１つのそのような患者データソース（１２～１６）と関連付けられることに
よって、前記患者データ（７２）の自動検索を提供するように関連付けられたスケジュー



(4) JP 2008-541235 A5 2009.6.4

ル（６２）を定義することと、
　少なくとも１つのそのような患者データソース（１２～１６）と関連付けられることに
よって、前記遠隔的に管理された患者（１１）によって前記患者データ（７２）の促され
た検索を提供するように関連付けられたスケジュール（６２）を定義することと、
　少なくとも１つのそのような患者データソース（１２～１６）と関連付けられることに
よって、前記患者データ（７２）のオンデマンド式の検索を追跡または限定する頻度（６
３）を定義することと、
　予測された患者データの収集が無い場合に実行可能な少なくとも１つのそのような患者
データソース（１２～１６）と関連付けられた再調査スキーム（６４）を定義することと
、
　予測された患者データ収集が無い場合に実行可能な前記遠隔的に管理された患者（１１
）と、患者を管理する臨床家と、有資格の第三者とのうちの少なくとも１つと関連付けら
れた再調査スキーム（６４）を定義することと
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１４に記載の方法（５０）。
【請求項１６】
　データ評価オプション（４２）を定義することをさらに包含し、該定義することは、
　少なくとも１つのそのようなトリガ（５２）との評価頻度（８３）を指定することと、
　使用可能化（８２）を許可または制限することによって、少なくとも１つのそのような
トリガ（５２）の該使用可能化（８２）を制御することと、
　データ収集デバイスおよび該データ収集デバイスに通信的にインターフェースされたサ
ーバのうちの少なくとも１つ以上においてトリガ（５２）の評価（８４）を行うことと
　のうちの少なくとも１つを包含する、請求項１４に記載の方法（５０）。
【請求項１７】
　警告通知オプション（４３）を定義することをさらに包含し、該定義することは、
　少なくとも１つのそのような情況（５６）として評価されるように構成可能なパラメー
タを定義することと、
　１つ以上のブール演算を含む１つのそのようなトリガ（５２）に複数の情況（５６）を
組み合わせることと、
　重大性の度合いが増加する情況（５６）の検出の際にそれぞれトリガされる警告通知（
１３６）に警告レベル（５７）を割り当てることと
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１４に記載の方法（５０）。
【請求項１８】
　複数の前記警告通知（１３６）に前記警告レベル（５７）を割り当てることをさらに包
含し、該警告通知は、並の度合いの重大性の１つ以上の情況（５６）の検出の際にそれぞ
れトリガされる、請求項１７に記載の方法（５０）。
【請求項１９】
　並みの度合いの重大性の１つのそのような情況（５６）の検出の際に前記警告レベル（
５７）に関連して実行するように拡大スキームを定義することをさらに包含する、請求項
１８に記載の方法（５０）。
【請求項２０】
　データ評価オプション（４２）のデフォルト設定群を定義することをさらに包含し、該
デフォルト設定群は、システム－ワイドと、部分母集団特定と全患者に対するユーザー特
定のデフォルト設定と、カスタムの患者群に対するユーザー特定のデフォルト設定とを含
む群から選択される、請求項１７に記載の方法（５０）。
【請求項２１】
　複数の警告レベル（５７）は、複数の前記トリガ（５２）と関連付けられており、
　１つ以上の該警告レベル（５７）に不変の警告レベル（５７）を割り当てることをさら
に包含する、請求項１７に記載の方法（５０）。
【請求項２２】
　前記通知スキーム（５３）は、前記少なくとも１つのそのようなトリガ（５２）の最初
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の検出の際のみに実行可能である、請求項１４に記載の方法（５０）。
【請求項２３】
　複数の前記患者データソース（１２～１６）からの前記患者データ（７２）の蓄積する
収集を指定することをさらに包含する、請求項１４に記載の方法（５０）。
【請求項２４】
　前記応答において識別された挙動に基づいて、外部インジケータ（１１１～１１６）へ
の応答を監視および分析し、前記対応する通知スキーム（５３）を修正することと、
　前記収集された患者データ（７２）を格納し、該格納された収集された患者データ（７
２）を、収集に続く評価可能な前記少なくとも１つのそのような患者データ（７２）とし
て含むことと
　をさらに包含する、請求項１４に記載の方法（５０）。
【請求項２５】
　前記患者データソース（１２～１６）は、埋め込み医療デバイスと、埋め込み診断マル
チセンサの非治療デバイスと、外部医療デバイスと、埋め込みセンサと、外部センサとの
うちの少なくとも１つを含む、請求項１４に記載の方法（５０）。
【請求項２６】
　前記情況（５６）は、バッテリ低レベル（寿命終了および早期交換指示を含む）と、過
度のバッテリ使用（バッテリ消耗の速度が、予測される閾値より上か否かを含む）と、頻
拍治療使用不可（頻拍モード監視のみ、頻拍モードオフおよび磁石モード治療使用不可を
含む）と、移植されたリードの情況（細動除去のリード情況およびペーシングリード情況
を含む）と、ペーシング捕獲情況（捕獲の損失および安全マージン低すぎを含む）と、ペ
ーシングパーセンテージが、予測された範囲より上または下と、頻拍治療情況（不整脈を
変えるために導入される頻拍治療、不整脈を加速させた頻拍治療、および使い果たされた
頻拍治療を含む）と、心房情況（閾値を超える心房細動の時間、閾値を超える粗動の時間
、心房治療導入を含む）と、閾値より上または下の活動レベルと、閾値より下の心拍数の
変動性と、閾値より上の最大心拍数と、体重の増加または減少と、血圧（閾値より上また
は下の、心収縮圧、拡張期圧、または平均動脈圧を含む）と、閾値より上または下の血糖
と、閾値より上の無呼吸指数と、デバイスの故障（埋め込み式および外部のデバイスを含
む）と、患者にトリガされたイベントと、閾値より下の酸素飽和度と、埋め込みセンサ情
報（閾値より下の心臓の出力、閾値より上または下の肺動脈圧、閾値より上の肺浮腫レベ
ルを含む）とから成る群から選択される、請求項１４に記載の方法（５０）。
【請求項２７】
　請求項１４に従った方法（５０）を行うためのコードを保持する、コンピュータ読取り
可能ストレージ媒体。
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